
宮脇綾子《はりえ日記》について②

－第4巻から第6巻まで－

西崎紀衣

本稿では『豊田市美術館紀要』No．10（2018年）に引き続き、創作アプリケ作家・宮脇綾子

（1905－1995年）の《はりえ日記〉（1972－90年、70冊）の第4巻から第6巻までの記載を起

こしたものと、各該当頁の画像とを併せて掲載する。

約20年の間ほぼ毎日綴られ、貼り競けられた鮎よりえ日記粉は、宮脇綾子のライフワークと

もいえる作品である。豊田市美術館では、2017年度の博物館実習の一環として鮎よりえ日

記》の第1巻から第6巻までを文字に起こす作業を行った。6名の実習生類がそれぞれ1巻ず

つを担当し、作家と作品および取り扱い方を事前の授業で学び、筆者を含む学芸員立会い

の下、作業にあたった。記載がくずし字であり、学生たちには不慣れな旧仮名遣いや旧字体、

異字体が含まれるため、1冊全てを起こし終えることは目標とせず、定められた時間内で行

いうる範囲とした。本稿掲載の日記各巻は、学生が文字に起こした資料を校正し、学生が

着手にいたらなかった後半については筆者が作業を行い、作業の終了後に、作家ご遺族に

内容を確認いただいた。ご遺族との連絡、補足説明の聞き取りや記載内容の修正等は成瀬

美幸が行った。

本稿で掲載する日記は下記の通りである。

はりえ日記　4巻：1973（昭和48）年7月13日一　9月　4日、45頁

はりえ日記　5巻：1973（昭和48）年9月　5日－10月20日、43頁

はりえ日記　6巻：1973（昭和48）年10月20日－12月　2日、43頁

《はりえ日記〉第1巻から第3巻までの書き起こしについては、『豊田市美術館寵要言No．10

（2018年）を参照されたい。

昨年度にひき続き、宮脇美保子氏、山川由美氏、嶋地奈美氏には多大なるご厚情を賜りま

した。あらためて高、よりお礼申し上げます。

※2017年度豊田市美術館博物館実習生：井関千絵、岡本亜李、谷崎壮大朗、長鼓有紗、長田詩織、山際妙子

（五十音順）

凡例

・本文中の旧仮名遣い、旧字体、異字体、踊り字は原則として原文のままとした。

・本文中のカッコ等の記号は、原則として原文のままとした。

・レイアウト上の縄かな改行は再〒にまとめた。

・文章未の日付やサインは、行の下癒えとした。

・人名については註釈で籠説しているが、一都弱杏が行き届かなかったものがある。
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